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資
料
解
題

明
和
二
年
二
七
六
五
）
、
多
紀
玉
池
元
孝
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
踏

寿
館
」
は
、
翌
年
、
そ
の
死
に
よ
り
嗣
子
藍
渓
元
悠
が
家
督
継
承
と
共

に
、
濟
寿
館
の
督
事
を
も
相
続
し
た
。
天
明
七
年
二
七
八
七
）
、
老
中

首
座
に
就
い
た
松
平
定
信
は
、
か
ね
て
医
師
、
特
に
幕
府
医
官
に
対
す

る
再
教
育
の
必
要
を
感
じ
て
い
た
の
で
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に

踏
寿
館
を
幕
府
直
轄
の
医
学
校
と
し
、
そ
の
名
も
「
医
学
館
」
と
改
め

て
、
元
恵
を
督
事
と
し
て
教
育
に
当
ら
し
め
、
校
務
一
切
を
幕
府
の
公

費
を
も
っ
て
賄
っ
た
。
医
学
館
の
教
育
は
厳
格
を
極
め
、
古
典
の
学
習
．

臨
床
実
習
等
が
課
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
成
果
を
計
る
た
め
、
ま
た
更
に

学
生
の
蓄
起
を
促
す
た
め
、
毎
年
春
秋
二
回
に
考
試
（
試
験
）
を
行
っ

た
。
試
験
記
録
は
今
の
と
こ
ろ
寛
政
六
年
の
も
の
の
み
伝
存
す
る
。

寛
政
六
年
の
記
録
は
「
寛
政
甲
寅
考
試
口
問
主
意
害
」
（
以
下
「
口
間

主
意
書
」
）
、
「
寛
政
甲
寅
考
試
問
答
一
件
調
耆
」
（
以
下
「
問
答
一
件
調

書
」
）
、
「
筧
政
甲
寅
考
試
医
案
方
付
留
記
」
（
以
下
「
医
案
方
付
留
記
」
）

の
三
部
で
、
現
在
、
京
都
大
学
図
書
館
富
士
川
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
。

和
綴
本
各
一
冊
（
全
三
冊
）
に
、
問
題
・
解
答
・
批
評
を
詳
し
く
墨
書

し
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
は
後
補
で
渋
い
朽
葉
色
、
右
の
各
標
題
を
記

し
た
題
策
と
ラ
ベ
ル
「
富
士
川
本
／
力
／
誤
筐
を
貼
付
す
る
。
記
録
用

寛
政
甲
寅
考
試
書
類
三
種
ｌ
そ
の
一

戸
出
一
郎
・
町
泉
寿
郎

紙
に
は
や
や
硬
い
縦
二
五
Ｃ
ｍ
・
幅
三
五
Ｃ
ｍ
（
す
な
わ
ち
半
紙
）
の

和
紙
が
用
い
ら
れ
、
半
折
袋
綴
じ
に
す
る
。
記
録
は
上
方
を
約
五
Ｃ
ｍ
、

下
方
を
約
一
・
五
Ｃ
ｍ
あ
け
、
半
丁
に
一
○
行
、
一
行
お
お
む
ね
一
八

～
一
三
字
で
記
さ
れ
る
。
各
冊
丁
数
は
「
口
問
主
意
害
」
が
三
○
丁
、

「
問
答
一
件
調
書
」
が
五
四
丁
、
「
医
案
方
付
留
記
」
が
三
四
丁
。
三
冊

ま
と
め
て
紺
色
布
製
の
畉
に
収
め
る
。
峡
の
表
に
「
寛
政
甲
寅
考
試
問

答
主
意
書
外
二
三
冊
」
、
背
に
「
寛
政
甲
寅
考
試
書
類
三
冊
」
と

害
し
た
題
篭
を
貼
付
す
る
。
各
冊
と
も
補
配
表
紙
に
続
い
て
原
表
紙
が

あ
り
「
富
士
川
海
寄
贈
」
「
富
士
川
家
蔵
本
」
の
朱
印
が
、
巻
首
に
は
「
京

都
帝
国
大
学
図
書
之
印
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
る
。
「
問
答
一
件
調
書
」
と

「
医
案
方
付
留
記
」
で
は
、
問
題
と
解
答
に
は
黒
墨
を
用
い
、
各
解
答
に

対
す
る
指
導
医
の
品
評
に
は
朱
墨
が
用
い
ら
れ
る
。
全
体
を
通
し
て
書

写
状
態
は
整
然
と
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
浄
書
本
で
あ
る
。
数
人
の
手

蹟
が
混
じ
り
、
字
様
に
多
紀
元
簡
の
筆
跡
と
共
通
す
る
特
色
が
あ
り
、

か
つ
ま
れ
に
誤
写
と
思
し
き
箇
所
が
あ
る
点
か
ら
判
断
し
て
、
元
簡
門

人
た
ち
の
手
に
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

翻
刻
凡
例

一
、
活
字
化
に
あ
た
り
、
で
き
る
限
り
原
本
の
用
字
を
改
め
ず
、
誤
脱

と
判
断
し
私
意
に
よ
っ
て
改
補
し
た
場
合
に
は
補
っ
た
字
を
丸
括
弧

に
入
れ
る
、
ま
た
は
改
め
た
字
の
後
に
（
原
本
「
何
」
）
と
示
し
た
。

一
、
朱
筆
部
分
は
す
べ
て
「
』
で
囲
っ
て
示
し
た
。

一
、
「
口
間
主
意
害
」
に
つ
い
て
は
各
科
別
に
①
②
の
如
く
番
号
を
付

し
、
「
問
答
一
件
調
書
」
で
は
（
問
①
）
の
よ
う
に
出
題
番
号
を
記
し
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①
一
、
人
参
敗
毒
散
・
参
蘇
飲
・
蕾
香
正
気
散
之
三
方
柵
用
候
差
別
之

事
右
御
尋
候
三
方
ハ
後
世
之
方
害
一
一
は
何
の
害
に
も
有
之
候
得
共
、
原

は
和
剤
局
方
卜
申
候
方
書
二
出
候
方
二
而
、
惟
今
世
上
医
家
病
家
共
能

投
し
、
一
通
り
引
風
ニ
相
用
候
事
二
而
、
至
而
手
近
き
薬
方
二
御
座
候
。

併
此
用
ひ
か
た
二
は
差
別
御
座
候
事
二
付
、
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。
人

参
敗
毒
散
ハ
同
し
発
表
の
薬
の
内
二
も
先
ハ
実
（
１
オ
こ
人
に
用
候
方

二
而
御
座
候
。
依
之
感
冒
の
証
、
発
熱
・
悪
寒
・
頭
痛
杯
有
之
候
上
に

口
鼻
の
気
熱
し
、
或
は
骨
節
痔
痛
を
目
当
に
相
用
候
旨
、
本
邦
の
古
人

も
申
置
候
。
参
蘇
飲
是
亦
同
様
、
感
冒
の
証
に
発
熱
・
頭
痛
等
有
之
、

其
上
歎
嗽
・
吐
疾
を
兼
候
類
、
胸
胴
不
利
・
疾
飲
を
挟
候
二
用
候
。
菫

香
正
気
散
是
亦
同
様
、
感
冒
の
証
に
用
候
方
二
御
座
候
へ
と
も
、
内
に

翻
刻
（
外
題
）
寛
政
甲
寅
考
試
口
間
主
意
書
多
紀
永
寿
院

（
内
題
）
口
問
主
意
書

本
道
之
部

一
、
漢
字
は
で
き
る
だ
け
通
行
字
体
を
用
い
た
。

一
、
改
行
は
再
現
せ
ず
、
改
丁
表
裏
末
尾
に
例
え
ば
一
丁
表
を
（
１
才
）

の
ご
と
く
に
示
し
た
。

て
問
題
と
の
対
照
の
便
を
は
か
っ
た
。

一
、
句
読
点
を
補
い
、
ま
た
一
部
に
ゴ
チ
ッ
ク
体
を
用
い
て
検
出
の
便

を
は
か
っ
た
。

②
一
、
真
中
風
ト
類
中
風
之
辨
別
井
二
治
法
大
意
之
蛎

右
相
尋
候
主
意
ハ
、
病
人
卒
倒
仕
、
人
事
を
わ
き
ま
へ
不
申
証
に
出

合
候
節
、
是
ハ
真
中
風
、
是
は
類
中
風
卜
見
分
候
而
治
療
仕
候
儀
二
而

御
座
候
。
此
見
分
ヶ
相
辨
不
申
候
て
ハ
、
卒
倒
病
人
に
出
合
、
治
療
仕

候
儀
出
来
兼
申
候
二
付
、
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。
真
中
風
と
申
候
ハ
風

邪
卒
に
人
の
蔵
に
入
り
俄
に
倒
れ
人
事
を
省
ミ
不
申
、
世
に
申
候
卒
中

風
に
て
則
、
真
中
風
に
御
座
候
。
類
中
風
ト
申
候
ハ
中
気
と
も
気
厭
と

も
申
候
て
、
七
情
の
気
鯵
結
仕
、
上
り
逆
し
て
卒
倒
（
２
オ
）
」
仕
候
。

真
中
風
は
口
眼
唱
斜
有
之
候
処
、
口
眼
唱
斜
無
之
も
有
之
候
。
此
見
分

と
申
候
ハ
中
風
ハ
脈
浮
身
温
に
汗
出
疾
涯
有
之
候
。
中
気
は
脈
沈
・
身

冷
、
汗
も
疾
誕
も
無
之
候
。
此
儀
は
古
人
の
医
書
二
散
見
仕
罷
在
候
。

但
類
中
風
ト
申
候
て
ハ
博
キ
病
名
に
て
、
中
気
の
外
に
食
厭
（
食
気
停

滞
仕
て
卒
倒
仕
候
証
に
而
候
）
、
血
厭
（
血
上
逆
し
て
卒
倒
仕
候
。
血
悶
と
も

申
候
）
、
気
虚
卒
倒
（
気
虚
脱
仕
卒
倒
仕
候
）
、
房
労
卒
倒
（
房
事
程
を
過
し

卒
倒
仕
候
。
色
厭
と
も
申
候
）
、
労
役
卒
倒
（
労
役
辛
苦
甚
ク
卒
倒
仕
候
）
、
疾

臓
（
疾
氣
上
逆
卒
倒
仕
候
）
、
此
類
に
て
中
風
と
見
ま
が
い
申
候
。
併
病
因

懸
隔
仕
、
看
法
も
有
之
（
２
ウ
）
」
治
療
も
相
違
仕
候
。
彼
是
甚
多
端
成

儀
二
付
略
申
候
。

中
風
病
因
の
儀
は
内
経
井
金
置
要
略
よ
り
以
降
千
金
・
外
台
等
、
宋

朝
ま
て
の
医
家
ハ
尽
く
外
来
の
風
邪
、
人
身
経
絡
栄
衛
血
気
の
虚
に
乗

し
口
眼
唱
歪
・
半
身
不
遂
等
の
証
を
発
し
、
若
シ
内
蔵
府
二
入
候
て
ハ

飲
食
停
滞
・
脾
胄
不
和
を
相
兼
、
軽
キ
吐
潟
・
腹
痛
等
有
之
候
二
相
用

候
。
依
之
、
窪
乱
の
軽
症
二
相
用
申
候
儀
も
有
之
候
。
（
１
ウ
こ
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卒
倒
・
疾
誕
窒
盛
、
人
事
を
不
省
、
又
ハ
言
語
毒
渋
、
或
精
神
昏
乱
等

の
証
を
発
候
旨
述
置
申
候
。
金
元
以
来
二
至
候
て
ハ
医
師
家
々
に
説
を

立
、
劉
河
間
は
火
よ
り
発
り
候
卜
申
シ
、
李
東
垣
ハ
気
虚
と
申
シ
、
朱

丹
渓
ハ
湿
疾
死
血
と
申
候
（
３
オ
）
」
て
古
人
の
説
と
ハ
相
違
仕
候
。
併

何
れ
も
一
理
有
之
、
一
偏
に
廃
し
候
儀
二
而
ハ
無
御
座
候
。
家
々
に
て

主
張
仕
候
説
も
可
有
之
哉
卜
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。
中
風
治
法
の
儀
ハ

最
初
卒
倒
の
節
よ
り
醒
候
後
、
漸
々
施
治
仕
候
儀
二
付
、
甚
多
端
二
御

座
候
へ
共
、
銘
々
心
得
之
大
意
を
相
尋
申
候
。
答
之
趣
二
而
委
細
申
上

候
。

③
一
、
巾
暑
卜
傷
暑
と
の
辨
別
井
泊
法
之
躯

中
暑
と
傷
暑
と
ハ
中
寒
と
傷
寒
と
申
候
如
く
、
炎
天
之
節
、
道
途
に

て
炎
暑
に
中
り
気
閉
塞
仕
、
即
時
に
自
汗
甚
ク
喘
満
・
気
急
・
悶
倒
仕

候
証
を
中
（
３
ウ
）
」
署
と
申
候
。
又
夏
月
漸
々
に
暑
気
に
傷
れ
、
倦
怠
．

少
気
。
発
熱
・
頭
痛
等
を
発
し
候
を
傷
暑
と
申
候
。
中
暑
は
急
証
二
候

間
、
蘇
合
香
円
・
来
復
丹
・
二
気
丹
の
類
に
て
気
を
開
き
、
陰
陽
を
調

和
仕
候
へ
ば
醒
申
候
。
傷
暑
ハ
緩
証
二
て
香
蕾
飲
・
香
蒋
湯
・
六
和
湯

之
類
、
証
に
従
ひ
撰
用
仕
候
。
中
暑
・
傷
暑
と
ニ
ッ
ニ
分
チ
暑
を
論
し

候
儀
ハ
、
陳
無
択
三
因
方
以
後
之
儀
二
而
御
座
候
。
又
中
熱
・
中
暑
と

ニ
ッ
二
分
ケ
候
説
御
座
候
。
是
ハ
元
ノ
李
東
垣
が
説
に
、
暑
気
を
深
堂

大
直
二
避
ケ
納
涼
仕
過
し
候
ヘ
ハ
頭
痛
・
悪
寒
・
発
熱
・
手
脚
瘻
痛
・

無
汗
等
の
（
４
オ
こ
証
を
発
候
を
中
暑
卜
仕
候
。
中
熱
ハ
前
条
二
認
候

傷
暑
二
て
御
座
候
。
必
寛
、
東
垣
の
中
暑
卜
申
候
ハ
夏
月
の
感
冒
に
て
、

別
段
に
治
法
を
設
ケ
候
二
及
不
申
、
矢
張
感
冒
の
薬
二
而
事
済
候
旨
、

④
一
、
乾
灌
乱
・
湿
霊
乱
の
差
別
治
法
之
事

窪
乱
は
夏
月
尤
多
ク
有
之
候
証
に
而
何
れ
も
急
症
二
候
処
、
乾
窪

乱
・
湿
窪
乱
之
分
別
を
弁
へ
不
申
、
一
概
に
霊
乱
卜
の
み
心
得
候
而
治

療
仕
候
て
ハ
大
二
事
を
誤
り
候
儀
故
、
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。
雲
乱
は

一
体
、
冷
熱
不
調
二
而
飲
食
程
を
過
し
或
ハ
（
４
ウ
）
」
飲
食
節
を
違
へ
、

胄
中
に
停
滞
仕
、
腹
痛
甚
ク
揮
謹
之
問
に
煩
悶
捺
乱
仕
候
故
、
霊
乱
と

名
付
申
候
。
其
内
に
腹
満
・
絞
痛
・
吐
利
無
之
候
を
乾
髻
乱
卜
名
付
候

旨
、
病
源
候
論
二
出
申
候
。
唯
腹
痙
甚
し
く
嘔
吐
・
下
利
強
き
を
湿
雲

乱
卜
名
ケ
候
旨
、
外
台
秘
要
に
出
申
候
。
乾
窪
乱
は
吐
下
の
潟
剤
を
相

用
ひ
、
湿
雲
乱
は
温
熱
之
補
剤
を
用
申
候
。
右
之
通
、
治
法
霄
壌
の
違

ひ
御
座
候
。
其
上
、
変
証
多
く
治
法
亦
多
端
二
而
御
座
候
。
唯
大
綱
の

み
申
上
候
。

明
末
の
医
共
申
候
。

⑤
一
、
自
汗
の
証
に
石
膏
を
用
可
申
証
、
附
子
を
用
可
申
証
、
黄
（
５

オ
）
」
耆
を
川
可
申
証
有
之
、
差
別
如
何
之
事

自
汗
と
申
候
は
自
然
ト
汗
出
候
証
二
而
候
。
此
証
、
見
証
ハ
同
様
二

候
へ
共
、
石
膏
に
宜
キ
証
ハ
ー
体
熱
因
二
而
御
座
候
。
附
子
之
証
ハ
一

体
、
陰
証
裏
寒
之
病
二
而
御
座
候
。
石
膏
は
大
寒
、
附
子
大
熱
、
反
対

之
薬
剤
に
て
、
取
違
へ
用
損
候
へ
ば
手
掌
を
反
候
如
く
害
有
之
候
。
然

処
ケ
様
二
寒
熱
之
相
違
は
分
明
ニ
相
知
可
申
筈
（
原
本
「
候
舌
」
）
二
候
へ

共
、
存
の
外
、
仮
熱
仮
寒
と
申
候
儀
有
之
候
而
、
全
体
熱
因
の
病
二
も

表
江
寒
証
を
見
し
、
又
寒
因
之
病
二
外
証
熱
を
見
候
。
其
内
、
脈
洪
大
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⑥
一
、
喬
蘇
散
・
人
解
散
・
不
換
金
正
気
散
之
三
方
共
二
感
川
に
川
恢

薬
方
二
候
。
川
分
ケ
峡
差
別
如
何
之
堺

此
三
方
共
二
和
剤
局
方
二
出
候
は
、
世
上
医
家
病
家
共
二
引
風
之
薬

に
相
用
申
候
。
三
方
何
れ
方
組
之
主
意
に
ハ
差
別
有
之
候
事
二
付
、
相

尋
候
儀
二
御
座
候
。
（
６
ウ
）
」
香
蘇
散
ハ
軽
き
感
冒
発
散
之
中
に
胸
胴

の
気
を
開
候
功
御
座
候
。
鯵
を
開
き
候
へ
ば
一
体
の
表
気
も
解
候
故
、

風
寒
邪
気
表
よ
り
発
し
申
候
。
不
換
金
正
気
散
は
蒼
九
、
君
薬
卜
州
見

申
候
。
此
故
二
湿
を
去
り
井
二
中
焦
の
気
を
利
し
宿
を
消
申
候
。
又
山

嵐
の
潭
気
を
除
申
候
。
八
解
散
ハ
一
体
六
君
子
湯
に
厚
朴
・
蕾
香
を
加

候
方
故
、
虚
人
の
軽
き
感
冒
を
治
申
候
。
前
の
不
換
金
ハ
蒼
九
に
て
発

有
力
・
口
舌
乾
燥
、
渇
（
５
ウ
と
て
冷
水
を
好
み
、
小
便
赤
渋
、
眼
中

赤
ク
蒸
々
卜
し
て
発
熱
汗
出
候
は
石
膏
の
証
に
て
御
座
候
。
前
証
同
様

二
候
へ
共
、
脈
洪
大
無
力
又
ハ
沈
細
虚
微
、
口
中
和
し
或
ハ
渇
し
て
熱

湯
を
好
み
、
小
便
清
白
、
眼
中
冷
ク
熱
不
甚
候
て
汗
出
候
は
附
子
之
証

二
而
御
座
候
。
乍
併
此
二
証
之
分
別
至
而
六
ケ
敷
、
似
て
非
な
る
者
多

く
有
之
候
間
、
容
易
な
る
修
行
二
而
ハ
見
分
ケ
兼
申
候
。
然
ル
処
、
此

儀
ハ
常
多
ク
有
之
候
証
二
而
、
医
者
一
同
相
心
得
不
申
候
而
は
協
不
申

マ
マ

候
儀
二
御
座
候
。
黄
耆
之
表
虚
二
而
自
汗
出
候
を
表
を
固
メ
汗
を
止
メ

申
候
。
此
物
格
別
性
（
６
オ
ヒ
偏
無
之
故
、
附
子
添
候
へ
ば
莨
附
湯
と

申
候
而
脱
陽
の
自
汗
を
止
申
候
。
又
黄
岑
・
黄
連
・
黄
柏
に
組
合
候
ヘ

ハ
醤
熱
の
汗
を
止
申
候
。
此
儀
も
虚
実
の
弁
別
心
得
無
之
候
て
ハ
相
用

候
儀
出
来
兼
申
候
。
ヶ
様
之
儀
一
一
付
、
三
種
薬
剤
用
方
心
得
之
儀
相
尋

候
儀
二
御
座
候
。

⑧
一
、
外
感
之
証
に
汗
を
発
候
而
宜
キ
証
又
汗
を
発
し
候
て
は
不
立

証
有
之
候
。
此
差
別
は
如
何
に
候
哉
之
事

⑦
一
、
補
中
益
気
湯
・
六
君
子
湯
・
異
功
散
皆
補
脾
の
剤
二
て
三
方

用
様
差
別
如
何
心
得
候
哉
の
享

補
中
益
気
湯
、
元
の
李
東
垣
立
方
二
て
御
座
候
。
六
君
子
湯
ハ
和
剤

局
方
に
出
、
異
功
散
ハ
宋
の
銭
仲
陽
立
方
に
て
御
座
候
。
此
三
方
、
当

時
専
ら
世
上
相
用
、
至
而
手
近
キ
薬
方
二
而
御
座
候
得
共
、
用
法
差
別

御
座
候
事
二
付
、
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。
補
中
益
気
湯
ハ
飲
食
節
を
失

ひ
七
情
度
に
過
、
脾
（
７
ウ
）
」
胃
の
元
気
不
足
仕
、
発
熱
頭
痛
・
四
肢

倦
怠
・
煩
喘
不
食
等
、
清
陽
下
陥
仕
候
て
内
傷
二
て
外
感
似
候
証
を
見

シ
申
候
二
用
申
候
。
此
外
兼
治
多
ク
御
座
候
得
共
、
一
体
東
垣
之
主
意

ハ
右
之
通
二
御
座
候
。
内
外
傷
を
辨
候
儀
は
内
外
傷
辨
惑
論
に
詳
二
相
見
申

候
。
文
繁
ク
御
座
候
間
此
処
に
ハ
省
略
仕
候
。
六
君
子
湯
ハ
脾
胄
気
虚
、

疾
飲
を
生
し
、
胸
隔
瘤
悶
、
食
を
嗜
ミ
不
申
ル
証
二
相
用
申
候
。
四
君

子
湯
の
胄
虚
・
停
疾
を
治
候
方
の
上
に
猶
亦
半
夏
・
陳
皮
を
加
へ
利
気
．

除
疾
を
強
ク
仕
候
方
二
而
御
座
候
。
異
功
散
ハ
六
君
子
湯
同
様
之
方
二

は
御
座
候
得
共
、
吐
（
８
オ
）
」
潟
、
食
を
思
ハ
ず
、
唯
脾
胄
虚
の
み
に

て
留
飲
う
す
き
証
に
相
用
申
候
。
故
に
六
君
子
湯
に
半
夏
を
去
り
候
方

二
而
御
座
候
。

散
仕
、
此
方
ハ
自
汗
多
汗
に
用
候
ヘ
ハ
脾
胄
の
気
平
に
復
し
候
て
津
液

汗
と
な
り
（
７
オ
）
」
不
申
、
相
止
申
候
。
乍
然
、
何
れ
軽
症
に
の
ミ
用

申
候
方
二
而
御
座
候
。
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外
感
は
表
に
邪
気
有
之
候
儀
二
付
、
汗
よ
り
邪
気
発
候
は
通
例
之
儀

二
御
座
候
処
、
人
之
強
弱
、
一
体
気
血
之
有
餘
不
足
、
外
邪
の
浅
深
軽

重
に
よ
り
汗
之
取
方
二
も
次
第
有
之
、
又
決
し
て
汗
取
候
儀
相
成
不
申

裏
虚
表
病
有
之
候
。
若
汗
を
取
り
申
間
敷
（
８
ウ
）
」
証
に
発
汗
仕
候
ヘ

ハ
、
汗
泄
候
て
亡
陽
仕
、
軽
き
ハ
大
病
重
き
ハ
死
に
至
り
申
候
。
又
汗

を
取
可
申
裏
和
表
虚
に
汗
を
発
シ
不
申
候
ヘ
ハ
邪
気
鯵
結
仕
、
是
又
軽

き
ハ
大
病
重
き
ハ
死
に
至
り
申
候
。
一
通
之
表
証
に
も
麻
黄
湯
を
用
候

て
一
且
に
汗
を
発
候
証
も
有
之
、
又
桂
枝
湯
を
用
候
て
衛
陽
を
養
候
へ

ば
自
然
と
汗
出
邪
退
キ
候
証
も
有
之
、
又
挟
陰
の
証
二
は
初
よ
り
温
補

の
薬
を
用
候
類
、
種
々
節
目
御
座
候
。
大
抵
可
汗
証
十
五
ケ
条
程
、
不

可
汗
証
十
五
ケ
条
程
有
之
候
。
此
儀
別
而
日
用
之
儀
ニ
付
（
９
オ
ヒ
、

心
得
之
程
は
大
略
を
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。

⑩
一
、
水
脈
に
虚
脆
と
実
腫
と
差
別
見
分
方
心
得
は
如
何
に
候
筬
之
事

（
９
ウ
）
」

水
腫
を
治
療
仕
候
一
一
は
、
虚
と
実
と
を
辨
別
不
仕
候
而
は
利
害
反
掌

の
間
に
有
之
候
。
当
時
、
世
上
別
而
多
き
病
証
二
候
間
、
此
差
別
如
何

⑨
一
、
尿
血
と
川
淋
と
の
差
別
如
何
心
得
候
哉
之
蛎

尿
血
ハ
小
便
よ
り
血
出
、
血
淋
も
小
便
よ
り
血
出
申
候
。
同
シ
尿
孔

よ
り
血
出
候
証
二
付
、
差
別
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。
血
淋
は
五
淋
之
一

二
候
間
、
血
出
候
節
必
ス
渋
痛
有
之
候
。
又
尿
血
は
唯
尿
孔
よ
り
血
出

候
迄
二
而
痛
無
之
候
。
二
証
倶
に
治
療
之
上
に
も
差
別
有
之
候
事
二
御

座
候
。

相
心
得
候
哉
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。
虚
腫
ハ
陰
水
と
申
候
て
脾
胄
腎
元

の
虚
よ
り
発
申
候
。
其
証
、
遍
身
腫
軟
に
煩
渇
無
之
、
大
便
自
調
又
ハ

活
泄
仕
、
小
便
少
ク
は
候
へ
と
も
赤
渋
不
仕
、
脈
弦
浮
微
細
或
ハ
沈
遅

細
緊
二
而
無
根
脚
等
の
候
を
以
て
虚
腫
と
仕
候
。
実
腫
ハ
陽
水
と
申
候

而
、
脾
胄
敦
阜
・
陽
気
窒
滞
よ
り
発
申
候
。
其
証
、
遍
身
腫
硬
く
煩
渇

し
て
（
１
０
オ
）
」
湯
水
を
好
ミ
、
大
便
秘
閉
、
小
便
赤
く
渋
り
て
濁
有

之
、
脈
滑
数
等
に
て
有
力
、
此
類
の
候
有
之
候
を
実
腫
卜
仕
候
。
乍
併
、

虚
二
似
候
実
証
有
之
、
又
実
二
似
候
虚
証
有
之
、
甚
辨
難
キ
儀
二
御
座

候
問
、
彼
此
参
伍
錯
綜
仕
、
診
定
仕
候
儀
二
御
座
候
。
此
外
に
も
看
法

有
之
候
儀
二
御
座
候
得
共
、
前
文
認
メ
候
は
厳
用
和
済
生
方
・
張
介
賓

景
岳
全
書
・
張
鴫
医
通
等
之
趣
（
’
一
）
て
御
座
候
。
（
１
０
ウ
）
」

小
児
科
之
部

①
一
、
小
児
生
下
之
時
、
典
児
之
稟
受
厚
薄
二
付
、
手
充
川
薬
之
心
得

如
何
之
螂

此
儀
は
古
人
の
害
井
伝
来
家
々
之
流
儀
区
々
に
御
座
候
。
乍
然
先
は

生
落
、
早
速
其
児
之
稟
受
之
厚
薄
も
見
分
り
、
虚
実
二
依
而
夫
々
手
充

仕
候
儀
は
一
同
之
事
二
候
。
其
内
、
家
法
家
伝
仕
覚
に
て
格
別
之
異
見

有
之
候
も
御
座
候
得
共
、
其
用
法
に
熟
し
候
者
ハ
可
然
事
二
御
座
候
。

此
儀
は
小
児
科
第
一
之
先
務
二
付
、
其
大
法
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。
生

下
仕
候
而
（
１
１
オ
）
」
髪
稠
色
赤
く
肥
肉
相
堅
く
啼
声
雄
大
な
る
ハ
稟

受
厚
ク
御
座
候
。
甘
連
湯
・
朱
蜜
法
之
類
、
腹
鞭
く
便
秘
に
ハ
大
黄
等

下
剤
相
用
候
。
必
寛
、
稟
受
厚
き
児
は
胎
熱
・
胎
毒
有
之
候
故
之
儀
二

而
御
座
候
。
又
髪
稀
に
色
白
ク
痩
せ
、
肉
柔
脆
、
啼
声
低
小
な
る
ハ
稟
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③
一
、
痘
瘡
虚
実
之
看
法
大
概
之
事

痘
瘡
虚
実
之
儀
ハ
大
抵
四
証
卜
申
候
而
、
毒
塞
・
血
熱
・
気
虚
・
血

虚
之
四
二
、
又
表
虚
・
表
実
・
裏
虚
・
裏
実
之
四
有
之
、
右
之
四
証
ト

合
セ
候
ヘ
ハ
八
証
に
て
御
座
候
。
此
八
証
之
外
候
を
審
別
仕
治
療
仕
候

事
二
候
処
、
見
覚
不
申
（
１
２
ウ
）
」
妄
二
療
治
仕
候
而
は
相
済
不
申
、

②
一
、
痘
熔
序
熱
之
辨
別
如
何
心
得
候
哉
之
事

此
儀
は
庖
瘡
之
初
ノ
発
熱
仕
候
処
、
痘
序
二
候
哉
、
外
感
之
熱
二
候

哉
、
分
り
兼
候
節
、
辨
別
仕
候
儀
、
小
児
科
緊
要
二
御
座
候
。
幼
科
の

書
に
、
悪
感
仕
候
得
共
汗
無
之
、
頭
痛
脊
強
ク
面
色
ハ
惨
と
仕
、
さ
ミ

し
く
気
野
不
申
様
一
一
相
見
候
ハ
、
寒
気
中
り
杯
外
感
｝
一
而
御
座
候
。
又

発
熱
仕
両
眼
に
涙
を
含
ミ
鼻
息
粗
く
睡
中
に
微
く
驚
き
候
趣
有
之
、
耳

後
小
紅
之
紋
あ
ら
わ
れ
熱
た
た
え
候
而
悪
寒
無
之
ハ
痘
序
の
熱
二
而
御

座
候
。
惟
睡
中
微
驚
と
（
１
２
オ
）
」
鼻
息
粗
キ
を
第
一
之
証
験
と
仕
置

候
。
此
外
、
手
之
中
指
斗
り
冷
、
耳
尻
冷
、
或
面
赤
聰
紅
に
呵
欠
仕
、

或
ハ
手
背
之
色
と
面
色
と
同
を
目
当
に
仕
候
杯
申
候
説
、
種
々
有
之
候
。

何
れ
家
々
之
診
法
、
銘
々
の
見
覚
可
有
之
儀
二
付
、
相
尋
候
事
二
御
座

『
序
広
○

１ 受
薄
ク
御
座
候
間
、
人
参
剤
相
用
元
気
を
取
立
候
儀
二
御
座
候
。
又
厚

薄
中
分
之
児
は
甘
草
法
を
用
候
儀
も
御
座
候
。
右
は
古
人
手
充
之
大
略

二
て
御
座
候
。
此
外
、
拭
口
法
・
浴
児
法
・
断
膳
法
・
灸
膀
法
等
有
之

候
儀
御
座
候
得
共
、
稟
受
之
厚
薄
に
て
手
充
差
別
之
（
１
１
ウ
）
」
儀
ハ

最
も
当
用
之
儀
二
付
、
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。

⑤
一
、
汕
潟
の
証
に
七
味
白
北
散
・
刊
苓
湯
・
附
子
理
中
湯
川
法
之
（
１

３
ウ
）
」
差
別
如
何
之
砺

此
三
方
ハ
小
児
泄
潟
に
用
候
方
二
而
御
座
候
。
七
味
白
乖
散
ハ
宋
の

銭
仲
陽
立
方
二
而
、
脾
胃
虚
し
津
液
不
足
仕
、
口
乾
キ
渇
有
之
候
証
に

用
申
候
。
渇
泄
之
聖
剤
也
と
陳
復
正
が
幼
々
集
成
に
も
申
置
候
。
冑
苓

湯
ハ
平
胃
散
・
五
苓
散
合
方
に
て
婦
人
大
全
良
方
に
出
申
候
。
一
名
、

金
対
飲
子
と
申
候
。
暑
湿
に
停
食
停
飲
等
相
兼
、
水
（
原
本
「
氷
」
）
穀
分

利
を
違
へ
、
腹
痛
泄
潟
、
大
便
水
の
こ
と
く
小
便
短
小
な
る
に
用
申
候
。

④
一
、
急
驚
風
と
慢
驚
風
之
差
別
井
治
法
心
得
大
法
如
何
之
聯

是
亦
小
児
科
之
要
務
二
而
御
座
候
。
急
驚
風
之
候
ハ
身
熱
面
赤
・
搭

搦
上
視
・
牙
関
緊
硬
・
疾
祗
潮
窒
・
風
涙
驚
嚇
仕
候
よ
り
発
し
、
陽
症

実
病
二
御
座
候
故
、
療
治
仕
方
も
清
涼
鎮
墜
之
剤
相
用
候
儀
二
御
座
候
。

又
慢
驚
風
と
申
候
は
大
抵
吐
潟
仕
候
以
後
に
発
申
し
候
。
証
候
ハ
（
１

３
オ
）
」
微
ク
上
視
仕
、
口
鼻
の
気
息
冷
に
大
小
便
清
白
に
て
、
昏
睡
仕

候
に
露
晴
と
申
候
而
眼
を
半
開
に
仕
、
筋
脈
拘
急
仕
候
。
前
之
急
驚
風

と
ハ
反
対
に
て
陰
証
虚
寒
に
属
し
申
候
。
畢
寛
、
脾
土
極
虚
・
中
気
不

足
仕
候
よ
り
起
り
候
。
唐
土
の
諺
に
も
急
驚
人
を
驚
か
し
て
医
を
驚
か

さ
ず
、
慢
驚
医
を
驚
か
し
て
人
を
驚
か
さ
ず
と
申
し
候
儀
有
之
、
此
二

証
似
よ
り
候
て
虚
実
懸
隔
仕
候
故
、
心
得
違
有
之
間
敷
候
へ
共
、
相
尋

候
儀
二
御
座
候
。

小
児
科
之
要
務
と
仕
候
儀
二
付
、
相
尋
候
事
二
御
座
候
。
八
証
之
儀
、

甚
葉
多
二
付
省
略
仕
候
。
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⑦
一
、
小
児
之
燗
と
幣
風
と
一
病
二
而
候
殻
、
又
別
病
二
而
候
餓
之
事

驚
風
と
申
候
病
名
、
古
に
無
之
候
。
大
抵
、
宋
之
聖
恵
方
に
出
候
よ

り
始
り
候
儀
卜
相
見
申
候
。
宋
之
劉
防
が
幼
々
新
書
に
、
小
児
驚
燗
、

⑥
一
、
謄
風
搬
口
は
一
病
二
而
候
戒
、
又
別
病
二
惟
哉
之
躯

古
き
説
に
ハ
撮
口
と
申
候
ハ
其
見
証
、
目
黄
赤
・
気
喘
、
啼
声
出
不

申
候
。
此
病
は
小
児
胎
熱
之
毒
を
心
脾
の
二
臓
へ
流
し
候
故
、
舌
強
・

唇
青
・
撮
口
・
聚
面
、
乳
を
晄
（
１
４
ウ
こ
不
申
候
。
此
証
七
夜
之
内

二
出
候
へ
は
篤
疾
一
一
而
治
兼
候
旨
、
古
人
申
置
候
。
又
膳
風
と
申
候
は

面
赤
く
喘
急
仕
、
啼
声
出
不
申
、
膀
腫
突
出
候
而
腹
脹
満
、
日
夜
多
啼
、

乳
を
飲
不
申
、
甚
き
ハ
発
搭
口
際
し
撮
口
仕
候
。
此
病
は
初
而
生
下
時
、

謄
帯
を
断
候
後
、
風
湿
乗
し
或
ハ
尿
湿
棚
桾
に
在
之
、
遂
に
此
病
に
相

成
申
候
。
又
膀
を
拭
ひ
候
而
乾
不
申
、
風
入
候
し
て
撮
口
と
相
成
申
候

旨
、
膀
風
・
撮
口
一
病
に
仕
候
説
も
有
之
候
。
又
病
因
は
ニ
ッ
に
候
へ

共
、
水
湿
風
冷
之
外
因
よ
り
発
候
は
治
申
候
得
共
、
真
陽
不
足
の
内
因

よ
（
１
５
オ
）
」
り
発
り
候
ハ
原
父
よ
り
稟
候
儀
二
付
、
発
候
而
は
一
児

も
治
不
申
候
と
申
候
説
も
有
之
候
。
右
之
通
区
々
二
御
座
候
問
、
相
尋

候
儀
二
御
座
候
。

理
中
湯
ハ
脾
胄
虚
寒
之
証
に
て
、
腹
痛
等
相
兼
（
１
４
オ
）
」
、
面
色
青

惨
、
腹
按
之
痛
無
ク
快
覚
、
大
便
臭
気
な
く
脈
沈
微
或
は
浮
虚
の
証
に

用
申
候
。
若
右
之
証
に
四
肢
厭
冷
等
、
虚
寒
甚
キ
候
有
之
候
へ
（
附
子

を
加
へ
附
子
理
中
湯
と
名
付
申
候
。
理
中
湯
・
附
子
理
中
湯
、
張
仲
景

之
方
に
て
御
座
候
。
三
方
用
法
の
差
別
大
略
如
此
二
候
。

⑧
一
、
痘
疹
、
寒
戦
咬
牙
を
発
候
は
虚
寒
二
屈
し
候
哉
、
毒
盛
に
属
し

候
哉
之
事

寒
戦
・
咬
牙
ハ
痘
瘡
之
上
に
ハ
悪
証
に
て
、
七
八
日
の
比
迄
一
一
発
候

ハ
多
く
ハ
火
毒
に
属
候
故
、
格
別
恐
候
に
も
及
不
申
候
。
七
八
日
以
後

に
発
候
ハ
虚
寒
に
属
し
候
者
多
く
候
故
、
恐
候
事
御
座
候
。
大
抵
、
痘

色
紅
紫
、
身
熱
・
煩
燥
煩
渇
・
大
便
秘
・
小
便
赤
渋
・
脈
沈
数
有
力
等

之
証
ハ
火
毒
に
て
御
座
候
。
又
痘
色
淡
白
、
皮
薄
く
煩
陥
り
、
身
涼
く

悪
寒
、
大
小
便
清
利
仕
、
脈
浮
虚
或
沈
遅
に
候
ハ
虚
寒
に
て
御
座
候
。

又
先
ッ
寒
し
て
後
（
１
６
ウ
）
」
に
戦
候
ハ
寒
極
之
証
、
先
戦
し
て
後
に

寒
候
ハ
熱
極
之
証
杯
申
候
見
分
も
有
之
候
。
然
る
処
、
識
見
之
偏
な
る

流
儀
二
而
ハ
、
或
ハ
火
毒
或
は
虚
寒
と
一
概
に
相
心
得
候
も
有
之
哉
二

付
、
右
之
趣
相
尋
候
儀
に
御
座
候
。

古
之
医
書
に
但
陰
病
陽
墹
と
申
候
を
、
今
の
人
急
慢
驚
風
と
言
と
有
之

候
。
其
以
後
之
害
に
も
慢
驚
古
ハ
陰
澗
と
云
、
急
病
古
ハ
陽
燗
と

云
と
申
説
多
く
有
之
候
。
病
（
１
５
ウ
）
」
源
候
論
・
千
金
方
等
に
論
し

候
。
陰
陽
澗
之
証
候
、
全
ク
後
世
之
慢
急
蹄
風
と
同
様
二
御
座
候
。
又

十
歳
已
上
を
燗
と
な
し
大
人
二
願
と
云
、
小
児
に
（
原
本
「
小
」
）
燗
と
云

と
申
候
説
、
千
金
方
等
に
見
申
候
。
此
に
依
り
候
て
見
候
ヘ
バ
、
滴
ハ

小
児
一
切
目
を
引
付
候
病
の
総
名
と
相
見
申
候
。
俗
に
申
候
願
澗
と
申

候
て
俄
に
倒
れ
搭
搦
扇
視
仕
、
醒
候
前
に
沫
を
吐
候
証
、
急
慢
驚
風
之

外
に
有
之
候
。
此
亦
滴
二
而
五
澗
之
差
別
有
之
候
。
此
等
之
趣
、
方
書

の
説
区
々
に
て
分
明
二
無
之
、
治
療
ノ
方
も
混
雑
仕
罷
在
候
儀
二
付
、

相
尋
候
儀
に
御
座
候
。
（
１
６
オ
ヒ



|_|本医史学雑誌第 巻第2号（2004） 2985(）

⑨
一
、
小
児
継
病
ト
蛎
病
卜
見
分
如
何
之
聯

お
と
ミ
病
と
申
候
ハ
、
先
乳
給
候
小
児
有
之
、
亦
其
母
懐
妊
仕
候
へ

ば
右
之
小
児
相
煩
申
候
。
其
証
、
寒
熱
時
時
出
少
々
シ
、
下
利
有
之
、

髪
毛
う
す
く
な
り
、
甚
気
重
ク
腹
脹
り
青
筋
出
、
大
便
の
色
青
く
時
々

吐
も
有
之
、
面
の
色
つ
や
も
青
黄
に
て
漸
く
扇
痩
仕
候
て
（
１
７
オ
）
」

宿
と
相
成
申
候
。
必
寛
、
母
妊
娠
仕
候
て
、
乳
少
ク
脾
胄
の
養
薄
く
、

又
飢
候
二
任
せ
食
物
過
候
よ
り
右
之
証
を
発
申
候
。
然
る
処
、
千
金
方

以
来
、
妊
娠
仕
悪
神
其
腹
中
の
胎
を
導
き
、
先
に
生
れ
候
小
児
を
妬
嫉

仕
候
よ
り
右
之
証
発
り
候
と
申
候
説
有
之
。
又
ハ
保
幼
大
全
に
ハ
甚
宿

に
似
た
り
杯
、
宿
と
は
別
証
之
趣
に
門
類
立
テ
罷
在
候
処
、
今
日
見
受

候
ヘ
ハ
漸
々
宿
証
に
相
成
り
候
者
有
之
候
二
付
、
古
来
の
別
証
に
仕
候

説
に
依
り
見
分
方
如
何
と
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。
其
二
得
と
承
り
、
経

事
留
り
候
儀
無
之
哉
否
（
１
７
ウ
）
」
旨
等
承
り
糺
、
弥
お
と
ミ
ニ
候

は
別
の
乳
を
与
へ
手
充
仕
候
ヘ
バ
早
速
治
申
し
候
儀
に
候
へ
ど
も
、
婿

証
に
相
成
候
而
も
矢
張
り
お
と
ミ
と
の
ミ
心
得
、
宿
病
の
治
療
不
仕
候

而
は
甚
手
抜
ケ
ニ
相
成
候
二
付
、
是
等
の
儀
も
如
何
相
心
得
居
り
候
哉

と
労
相
尋
申
候
儀
二
御
座
候
。
お
と
ミ
病
、
病
源
候
諭
・
千
金
方
等
に

ハ
睡
病
と
有
之
候
。
幼
々
新
書
に
ハ
継
病
と
も
申
候
旨
出
申
候
。
元
の

曾
世
栄
が
活
幼
口
議
に
萎
怯
し
て
無
睾
と
な
り
候
と
有
之
候
。
無
睾
ハ

婿
中
の
六
ケ
敷
証
に
て
御
座
候
。
陳
復
正
が
幼
々
集
成
に
も
宿
（
１
８

オ
ヒ
病
の
内
江
魅
病
ヲ
一
門
に
説
込
ミ
候
而
、
魁
病
寛
に
府
証
と
な
り

候
段
、
委
ク
申
述
置
候
。
又
保
嬰
撮
要
に
ハ
六
君
子
湯
・
益
黄
散
・
異

功
散
・
補
中
益
気
湯
之
類
、
用
有
之
候
ハ
専
ら
補
脾
の
事
一
一
而
候
。
是

等
ハ
脾
胄
虚
二
依
り
候
て
発
候
も
の
に
用
候
二
御
座
候
。

⑩
一
、
五
赦
之
雌
如
何
之
事

五
軟
は
頭
項
軟
・
手
軟
・
脚
軟
・
身
軟
・
口
軟
二
而
、
何
も
父
精
母

血
不
足
二
而
生
下
虚
弱
よ
り
起
り
申
候
。
其
内
、
頭
項
軟
は
頭
項
力
無

之
、
肝
腎
筋
骨
を
養
不
申
よ
り
出
申
候
。
手
軟
ハ
手
二
而
物
を
橲
げ
ヶ

候
二
獺
ク
、
脚
軟
ハ
足
細
（
１
８
ウ
ご
く
行
歩
出
来
不
申
、
行
遅
と
も

申
候
。
身
軟
は
肌
肉
軟
と
も
有
之
候
。
肉
少
ク
皮
層
自
ラ
離
し
候
を
申

候
。
口
軟
は
二
説
有
之
候
。
舌
を
口
外
に
出
し
言
語
仕
候
に
も
の
う
く

候
を
申
候
と
申
説
有
之
、
又
語
遅
と
申
候
而
小
児
の
言
語
遅
き
を
申
候

と
申
ス
説
も
有
之
候
。
何
れ
此
五
軟
ハ
胎
元
よ
り
怯
弱
に
て
寒
暑
共
二

耐
兼
候
よ
り
生
し
候
病
二
付
、
脾
肝
腎
三
蔵
を
大
補
仕
候
事
専
一
に
候

内
、
次
第
も
御
座
候
儀
二
付
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。
但
前
文
認
候
五
軟

ハ
医
学
入
門
等
に
出
候
説
二
而
御
座
候
。
又
明
の
銭
宏
が
小
児
袖
珍
に

ハ
頭
軟
・
項
軟
（
１
９
オ
ご
手
軟
・
脚
軟
・
肌
肉
軟
卜
六
軟
二
仕
候
。

又
清
の
循
兆
張
が
錦
嚢
秘
録
二
は
頭
項
軟
・
手
足
軟
・
身
軟
・
口
軟
・

肌
肉
軟
と
立
申
候
。
此
外
害
（
に
）
よ
り
少
し
シ
、
異
同
御
座
候
。

⑪
一
、
小
児
、
変
燕
虫
祇
之
発
熱
と
外
感
之
発
熱
と
辨
別
如
何
之
州

変
蒸
は
俗
に
申
候
小
児
の
ち
へ
ほ
と
り
之
事
二
而
御
座
候
。
此
儀
は

小
児
生
下
仕
候
而
三
十
二
日
一
変
仕
、
又
六
十
四
日
目
一
二
蒸
仕
候
。

変
と
申
候
ハ
五
蔵
を
変
生
仕
、
蒸
と
申
候
ハ
六
府
を
蒸
養
仕
候
而
、
気

血
を
長
じ
精
神
を
生
し
智
慧
を
益
申
候
。
右
之
如
く
段
々
（
１
９
ウ
）
」

積
り
候
而
五
百
七
十
六
日
二
而
畢
り
候
。
其
候
ハ
体
熱
・
微
驚
・
耳
凱

冷
、
上
唇
頭
に
白
泡
起
こ
り
魚
目
珠
子
の
こ
と
く
、
脈
乱
し
或
汗
出
或

ハ
汗
不
出
、
乳
を
吐
し
候
等
の
証
を
見
シ
候
。
軽
き
ハ
三
五
日
に
て
愈
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⑫
一
、
虚
痘
実
痘
、
初
中
末
手
充
差
別
之
張

虚
痘
・
実
痘
之
儀
は
前
条
二
相
認
候
通
り
八
証
に
て
御
座
候
。
此
八

証
を
見
分
候
上
に
四
節
と
申
候
儀
を
（
２
０
ウ
）
」
以
て
療
治
仕
候
。
四

節
と
ハ
先
序
熱
之
節
に
升
陽
発
表
之
剤
、
其
次
起
脹
之
節
に
情
熱
解
毒

之
剤
、
又
其
次
灌
膿
之
節
に
托
裏
行
漿
之
剤
、
尚
又
其
次
収
（
原
本

「
牧
」
）
暦
之
節
に
ハ
補
脾
惨
湿
之
剤
相
用
候
事
二
御
座
候
旨
痘
科
鍵
に

相
見
申
候
て
、
諸
家
共
二
治
法
大
意
同
様
二
御
座
候
。
然
る
処
八
証
之

趣
次
第
に
て
臨
機
応
変
二
仕
、
初
中
末
共
温
補
托
裏
の
剤
を
相
用
、
又

初
中
末
共
情
熱
解
毒
の
剤
を
相
用
、
或
ハ
攻
補
兼
施
、
又
ハ
初
補
後
嶌
．

初
嶌
写
後
補
申
候
等
は
医
者
之
手
眼
に
御
座
候
て
利
（
２
１
オ
）
」
害
懸

隔
仕
候
二
付
、
心
得
之
大
凡
を
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。
（
２
１
ウ
こ

候
。
重
き
ハ
十
日
に
し
て
愈
候
旨
、
病
源
候
論
以
後
小
児
科
諸
害
二
出

申
候
。
然
る
に
明
の
張
介
賓
景
岳
全
書
に
、
右
様
に
日
数
を
限
り
発
熱

出
候
証
は
一
児
も
見
聞
不
仕
、
右
之
古
説
に
拘
泥
仕
間
敷
旨
相
見
へ
申

候
。
清
の
陳
復
正
が
幼
々
集
成
に
も
同
様
二
論
し
申
候
。
只
今
心
掛
見

聞
仕
候
処
、
介
賓
・
復
正
申
候
通
り
、
定
期
有
之
候
而
（
２
０
オ
）
」
発

熱
仕
候
ハ
相
見
へ
不
申
、
大
抵
小
児
発
熱
驚
陽
仕
候
ハ
内
傷
又
ハ
外
感

よ
り
起
不
申
ハ
無
之
候
。
右
三
ケ
条
相
尋
候
主
意
ハ
、
外
感
発
熱
・
虫

積
発
熱
、
世
上
小
児
多
く
相
尋
ね
候
証
二
付
、
若
変
蒸
之
熱
と
申
候
儀
、

碇
と
有
之
候
儀
と
相
心
得
、
外
感
・
虫
積
を
変
蒸
の
手
充
仕
候
而
ハ
治

療
手
違
之
筋
二
罷
成
、
害
を
な
し
候
儀
御
座
候
間
、
心
得
之
趣
を
相
尋

候
儀
二
御
座
候
。

の廩旨発②
外の相背楊一
科説見に仁、
精相申て斎藤
要見候、直疽
に候・溌指五
ハ。乍・方発
感是然疽に之
疽又直．、事
の一指癌五
脳説方・発
・二以瘤と
背而後・申
・一之廩候
眉概書をハ
・にに五発
毒不は発脳
・宜多と。
鬚共く仕発
二難癌候寶
生申・ハ・
し候疽俗発
候。・説眉
を又癌に・
五斉・て発
発徳瘤不頤
と之・宜・

①
一
、
鮮
疵
辨
別
之
来

つ
や

縦
は
霊
枢
・
感
疽
篇
に
其
皮
上
薄
く
沢
あ
り
と
有
之
候
。
病
源
候
論

に
は
擁
は
六
脈
不
和
ニ
因
り
候
而
生
シ
候
故
、
表
を
主
と
仕
候
。
此
故

つ
や
な
く

に
浮
浅
に
し
て
皮
薄
く
沢
申
候
。
疽
は
霊
枢
・
感
疽
篇
に
上
之
皮
天

し
て
堅
く
、
上
、
牛
領
之
皮
之
こ
と
く
な
り
と
有
之
候
。
病
源
候
論
に

ハ
五
蔵
不
調
仕
候
而
生
し
候
故
、
裏
を
主
と
仕
候
。
故
に
腫
深
く
厚
く

其
上
の
皮
堅
く
候
。
（
２
２
オ
こ
劉
消
子
の
鬼
遺
方
に
、
癖
の
痛
ハ
只

皮
唐
の
上
に
有
之
、
火
に
て
茅
を
焚
候
こ
と
く
、
初
ハ
黍
米
の
大
さ
に

て
三
両
日
を
過
き
掌
の
大
の
こ
と
く
五
七
日
に
て
椀
の
大
さ
之
こ
と

く
相
成
り
、
治
し
易
く
候
。
又
疽
は
初
は
小
痴
の
こ
と
く
触
候
得
ば
心

江
徹
し
て
痛
、
四
辺
微
ク
起
り
橘
皮
の
こ
と
く
色
紅
赤
、
膿
水
多
く
出

ず
、
治
し
難
く
候
旨
有
之
候
。
又
病
源
候
論
に
二
寸
よ
り
五
寸
に
至
り

マ
マ

候
ハ
癌
と
仕
、
寸
よ
り
一
尺
に
至
り
候
を
疽
と
仕
候
と
申
候
説
も
有
之

候
。
感
疽
ハ
腫
物
中
之
大
病
に
て
外
科
専
要
之
儀
に
（
２
２
ウ
ご
付
、

看
別
之
法
相
尋
候
儀
に
御
座
候
。

外
科
之
部
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③
一
、
膿
之
有
無
井
二
深
浅
辨
別
之
事

か
た
き

病
源
候
論
二
、
按
之
候
而
牢
硬
ハ
未
膿
を
持
不
申
（
２
３
オ
）
」
、
按

之
候
而
半
硬
半
軟
な
る
ハ
膿
を
持
候
。
又
手
に
て
其
腫
物
の
上
を
掩
ひ

あ
つ

見
候
に
熱
か
ら
さ
る
ハ
膿
無
之
候
。
若
熱
甚
き
ハ
膿
持
申
候
。
膿
之
有

無
右
之
通
り
一
一
而
御
座
候
。
直
指
方
に
強
按
（
原
本
「
痛
」
）
候
て
後
に
痛

候
は
膿
深
く
候
、
少
し
按
候
而
直
に
痛
候
ハ
膿
浅
く
候
。
膿
之
浅
深
看

法
、
右
之
通
二
候
。
此
二
条
、
外
科
先
務
二
付
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。

④
一
、
附
骨
痂
多
骨
疽
之
事

附
骨
疽
ハ
其
故
無
之
骨
二
附
候
而
膿
を
な
し
大
節
解
中
に
著
候
旨
、

千
金
方
に
見
申
候
。
又
外
科
正
宗
二
は
（
２
３
ウ
と
、
附
骨
疽
ハ
陰
寒

骨
二
入
候
病
二
而
、
初
起
ハ
寒
熱
交
作
仕
風
邪
の
こ
と
く
、
其
後
、
雷

腿
筋
骨
痛
を
作
し
、
其
処
不
熱
不
紅
、
其
嬉
骨
に
徹
し
て
甚
く
曲
伸
転

側
な
り
不
申
、
日
久
ク
し
て
陰
変
し
て
陽
と
な
り
寒
化
し
て
熱
と
な
り
、

肉
を
腐
し
膿
に
相
成
候
を
附
骨
疽
と
申
候
。
多
骨
疽
ハ
瘡
の
口
よ
り
骨

を
出
し
候
病
に
て
、
瘡
瘍
久
く
漬
へ
気
血
其
処
を
営
養
不
仕
、
邪
気
陥

襲
仕
候
て
久
く
候
得
は
、
筋
を
燗
し
骨
を
腐
し
候
而
毒
気
結
聚
仕
、
化

し
て
大
骨
を
生
し
候
旨
、
外
科
枢
要
・
外
科
正
（
２
４
オ
）
」
宗
等
に
相

見
申
候
。
多
骨
疽
、
又
ハ
骨
疽
又
ハ
剰
骨
癌
な
と
申
候
。
右
二
証
、
明

に
別
病
二
候
処
、
世
上
外
科
、
多
骨
疽
を
附
骨
疽
と
唱
、
附
骨
疽
を
風

毒
腫
な
と
呼
候
者
多
く
有
之
候
間
、
右
様
之
心
得
違
無
之
哉
二
付
相
尋

候
儀
二
御
座
候
。

仕
候
。

⑤
一
、
金
癒
腸
出
候
手
充
之
事

金
瘡
、
腸
出
候
共
、
其
腸
断
不
申
は
皆
療
治
相
成
申
候
。
若
其
腸
全

断
候
は
療
治
成
不
申
候
旨
、
得
効
方
に
相
見
申
候
。
又
証
治
準
縄
に
は
、

う
ち
か
け

凡
腸
出
候
は
其
病
人
之
手
を
医
者
之
肩
江
搭
、
其
左
右
に
随
て
収
（
原

本
「
故
」
）
候
に
麻
油
に
て
（
２
４
ウ
）
」
瘡
口
を
潤
し
腹
内
江
整
入
、
却

而
通
関
散
と
申
候
散
薬
を
鼻
孔
江
吹
込
、
瞳
を
い
た
さ
せ
候
へ
は
其
腸

自
然
と
収
り
入
申
候
。
籾
白
皮
線
を
用
ひ
皮
を
縫
合
セ
申
候
。
又
腸
出

候
ハ
其
病
人
の
手
を
釣
り
起
し
、
酷
に
て
山
豆
根
を
煎
し
候
て
其
汁
を

一
口
服
し
二
口
程
服
た
る
時
、
却
而
針
を
以
而
病
人
の
頸
上
を
刺
候
へ

ば
其
腸
自
然
と
入
申
候
。
又
若
腸
上
に
小
孔
有
之
候
ハ
、
、
灯
火
に
て

照
し
見
候
へ
（
其
腸
中
よ
り
其
灯
火
を
吹
き
射
候
ハ
治
か
た
く
候
。
又

凡
肚
の
皮
を
傷
破
仕
、
孔
大
な
る
ハ
腸
と
脂
膏
と
倶
二
出
申
候
。
是
を

収
入
候
而
縫
申
候
。
若
孔
小
な
る
ハ
手
二
而
（
２
５
オ
匡
其
膏
を
壁
去

申
候
。
膏
斗
り
出
候
程
な
る
小
孔
二
候
ハ
、
縫
不
申
候
。
此
膏
脂
、
腹

中
江
入
候
へ
は
反
て
禍
を
な
し
候
事
二
付
、
壁
去
て
候
て
も
妨
に
相
成

不
申
候
。
又
蛮
法
二
而
は
金
瘡
腸
出
、
泡
脹
仕
候
而
収
（
原
本
「
牧
」
）
り

不
申
候
ハ
、
銀
針
の
大
さ
常
の
物
縫
針
よ
り
大
き
な
る
者
に
て
刺
候
事

数
度
仕
候
ヘ
ハ
気
洩
レ
候
て
腸
萎
候
間
、
法
の
こ
と
く
収
入
候
事
二
自

由
に
相
成
申
候
。

⑥
一
、
燦
疽
虚
実
辨
別
之
事

ひ
き

其
状
、
腫
高
く
鰍
痛
堅
硬
に
て
膿
水
稠
粘
な
る
は
実
と
仕
候
。
腫
下

く
微
く
痛
み
軟
慢
に
て
膿
水
清
稀
な
る
は
（
２
５
ウ
）
」
虚
と
仕
候
。
右

之
趣
、
外
科
精
義
・
外
科
枢
要
等
二
見
江
申
候
。
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⑧
一
、
魚
口
・
使
赤
辨
別
之
事

便
毒
の
潰
破
仕
、
瘡
口
欽
り
不
申
候
を
魚
口
卜
申
候
。
万
病
回
春
・

外
科
正
宗
等
ハ
左
を
魚
口
卜
仕
、
右
を
便
毒
卜
仕
候
旨
相
見
江
申
候
得

共
、
此
説
不
穏
候
。
医
宗
金
鑑
に
、
潰
候
後
に
魚
口
卜
名
付
候
は
、
摺

紋
縫
中
に
生
し
候
故
、
其
瘡
口
潰
て
大
二
な
り
、
其
身
立
候
得
は
瘡
口

合
し
身
を
屈
候
へ
は
其
口
張
り
候
而
、
形
魚
口
の
開
合
仕
候
状
二
似
よ

り
候
間
、
魚
口
卜
名
ケ
候
旨
二
御
座
候
。

⑦
一
、
庁
癒
と
類
庁
と
之
辨
別
之
事

類
庁
と
申
候
儀
、
此
邦
之
医
者
多
く
唱
へ
候
儀
二
て
、
面
部
其
外
之

小
瘡
痛
強
く
勢
少
し
く
甚
き
も
の
を
類
庁
と
申
候
。
唐
土
之
害
に
申
候

処
の
痙
痴
に
て
御
座
候
。
世
上
多
く
唱
候
儀
二
付
、
庁
瘡
と
の
辨
別
如

何
と
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。
庁
瘡
は
其
形
釘
の
蓋
の
こ
と
く
二
候
ゆ
へ

庁
瘡
と
名
付
申
候
。
初
生
ハ
一
頭
凹
腫
痛
仕
、
色
ハ
青
黄
赤
黒
倶
に
有

之
、
定
り
候
儀
ハ
無
之
或
ハ
水
泡
の
こ
と
く
に
ふ
く
れ
或
其
辺
麻
木
い

た
し
、
盤
根
突
起
仕
候
而
焦
黒
に
変
し
漸
々
腫
大
（
２
６
オ
こ
に
て
光

り
有
之
、
逐
々
湿
燗
と
な
り
孔
深
く
し
て
肌
二
透
り
大
針
二
而
穿
候
状

の
こ
と
く
に
相
成
り
申
候
旨
、
諸
外
科
害
に
見
申
候
。
痙
痂
ハ
俗
二
申

候
ね
ふ
と
之
類
に
て
、
素
問
・
生
気
通
天
論
之
王
氷
注
二
、
座
ハ
色
赤

ふ
く
れ

く
蹟
憤
候
而
内
に
血
膿
を
蕊
候
。
形
小
に
し
て
酸
棗
の
こ
と
く
或
は
碗

豆
の
こ
と
く
と
有
之
候
。
病
源
候
論
に
痴
ハ
腫
を
結
候
事
梅
李
の
こ
と

く
と
有
之
、
又
千
金
方
に
腫
根
一
寸
已
下
を
郷
と
名
付
、
豆
粒
大
の
ご

と
き
も
の
を
飽
と
名
付
と
有
之
候
。
何
も
世
に
申
候
類
庁
の
儀
卜
相
見

申
候
。
（
２
６
ウ
）
」

①
一
、
喉
癖
・
乳
蛾
之
事

喉
痒
ハ
喉
の
中
腫
ま
り
痛
有
之
、
唾
も
食
も
納
り
兼
、
或
腫
候
而
膿

う
わ
あ
こ

を
持
候
も
有
之
候
。
乳
蛾
ハ
喉
閉
と
申
候
而
、
上
膀
ト
喉
卜
の
界
の
処

腫
痛
仕
候
証
二
て
、
其
状
円
く
腫
起
り
左
右
共
一
一
生
し
候
を
双
乳
蛾
と

申
、
左
か
右
か
一
偏
腫
候
を
単
乳
蛾
と
申
候
。
此
二
証
共
二
上
焦
熱
篭

よ
り
起
り
申
候
。
何
れ
も
世
上
多
く
有
之
、
口
科
手
馴
し
居
り
不
申
候

て
は
相
成
不
申
候
証
に
付
、
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。
古
ハ
此
二
証
総
而

喉
痒
と
唱
へ
申
候
。
後
世
二
至
り
候
て
ハ
十
八
般
の
喉
病
等
の
名
目
有

之
候
。
先
其
内
の
二
証
を
挙
け
申
候
。
（
２
８
オ
）
」

②
一
、
重
舌
・
疾
包
差
別
之
事

菫
舌
は
舌
の
根
に
小
な
る
舌
を
生
し
其
腫
硬
く
飲
食
語
言
に
障
候
。

心
火
の
盛
な
る
よ
り
発
し
候
。
又
疾
包
ハ
重
舌
同
様
に
候
へ
共
、
鞄
腫

綿
軟
と
有
之
候
而
丸
く
や
わ
ら
か
に
硬
く
無
御
座
候
。
是
ハ
疾
飲
流
行

⑨
一
、
金
術
出
血
不
止
手
充
之
轆

金
瘡
の
初
に
出
血
す
る
ハ
自
身
の
小
便
を
以
て
淋
洗
す
べ
（
２
７

オ
こ
し
。
其
功
能
、
痛
を
止
て
不
潰
候
旨
、
外
科
大
成
に
出
申
候
。
又

得
効
方
に
ハ
白
石
灰
末
多
少
に
拘
ら
す
韮
葉
之
汁
二
調
へ
陰
乾
し
末
と

な
し
少
許
を
擦
候
へ
ば
少
時
に
し
て
血
止
候
旨
有
之
候
。
又
医
宗
金
鑑

ふ
り
か
け

に
肉
破
れ
損
し
血
流
注
し
て
不
止
ハ
桃
花
散
を
撒
申
候
。
重
き
者
、
筋

ふ
り
か
け

断
血
飛
候
は
大
脈
已
に
傷
候
二
付
、
如
聖
金
刀
散
を
撒
候
て
其
上
を
絹

帛
二
而
紮
住
仕
候
へ
は
血
止
申
候
。
若
復
流
候
者
ハ
再
応
撒
候
儀
二
御

座
候
。
（
２
７
ウ
）
」

口
科
之
部
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④
一
、
歯
齪
・
宣
露
之
事

宣
露
と
申
候
ハ
歯
齪
の
肉
し
さ
り
歯
根
あ
ら
わ
れ
候
に
て
一
名
歯
挺

と
も
申
候
。
是
に
虚
実
の
二
証
有
之
候
。
気
熱
伝
て
歯
齪
に
至
り
液
沫

膿
と
な
り
肉
消
し
て
歯
根
露
れ
候
ハ
実
証
二
属
し
候
間
、
清
涼
の
薬
相

用
申
候
。
又
左
ハ
無
く
只
歯
齪
の
肉
漸
々
消
し
歯
挺
出
仕
、
或
ハ
少
々

シ
、
痛
有
之
候
ハ
腎
気
之
虚
と
仕
、
滋
補
之
薬
相
用
候
儀
二
御
座
候
。

③
一
、
走
賜
牙
術
論
法
之
事

走
馬
牙
措
ハ
急
箔
と
も
申
候
至
而
迅
速
な
る
証
二
て
、
痘
瘡
麻
疹
の

餘
毒
、
又
ハ
他
病
熱
毒
甚
き
よ
り
発
し
申
候
。
（
２
８
ウ
）
」
初
発
、
歯

齪
色
変
、
臭
多
有
之
候
節
、
早
速
治
療
加
へ
候
得
は
治
候
儀
も
有
之
候

得
共
、
其
状
、
牙
根
燗
黒
く
腐
れ
臭
気
甚
く
牙
齪
脱
落
仕
、
又
ハ
肥
を

穿
ち
唇
破
れ
鼻
に
及
び
、
其
上
、
不
食
・
疾
挺
奎
盛
・
呼
吸
喘
息
等
の

証
発
し
候
二
至
候
て
ハ
必
死
之
証
二
御
座
候
。
此
証
誠
二
急
卒
の
証
に

て
尋
常
の
薬
に
て
ハ
救
候
儀
相
成
不
申
候
。
外
付
の
薬
に
ハ
脂
蓉
・
銅

緑
・
軽
粉
・
人
中
白
等
入
候
方
剤
相
用
、
内
薬
に
ハ
情
熱
解
毒
を
専
ら

相
用
候
事
二
御
座
候
。
乍
然
、
甚
六
ケ
敷
病
二
て
五
不
治
之
候
有
之
候
。

口
臭
挺
艤
者
一
の
不
治
、
黒
腐
脱
不
申
者
二
の
不
治
、
牙
落
て
血
無
之

者
三
の
不
治
、
腺
を
穿
（
２
９
オ
）
」
ち
唇
を
破
り
候
者
四
の
不
治
、
用

薬
効
無
之
者
五
の
不
治
と
仕
候
。
此
証
急
証
に
付
、
兼
々
心
得
無
之
候

而
は
相
済
不
申
事
二
付
、
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。

仕
、
舌
下
に
凝
り
候
も
の
二
て
、
針
に
て
破
候
ヘ
ハ
黄
疾
出
候
て
愈
候
。

二
証
同
様
に
候
へ
と
も
治
療
相
違
仕
候
二
付
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。

⑤
一
、
世
二
云
舌
疵
の
邪

舌
疽
と
申
候
病
名
、
唐
土
の
害
に
見
不
申
候
。
本
邦
口
科
の
唱
候
名

に
て
御
座
候
。
其
証
、
初
ハ
舌
に
核
を
生
し
、
或
は
少
々
破
裂
の
処
有

之
漸
々
潰
燗
仕
岩
穴
の
こ
と
き
状
を
な
し
、
或
ハ
課
花
仕
或
失
血
仕
、

毒
根
甚
深
く
気
血
消
尽
、
死
に
至
り
申
候
。
又
徽
毒
に
て
発
し
同
様
の

証
を
見
し
候
も
有
之
候
。
こ
の
舌
疽
も
初
起
ハ
治
候
。
徽
毒
に
て
発
候

ハ
先
ハ
多
く
治
申
候
。
何
れ
此
証
、
唐
土
方
書
に
見
不
申
候
儀
故
、
銘
々

家
方
可
有
之
事
二
付
、
治
療
手
充
之
大
概
相
尋
候
儀
二
御
座
候
。
（
３
０

オ
）
」

寅
九
月
多
紀
永
寿
院

多
紀
安
長

山
本
宗
英

吉
田
快
庵

桂
川
甫
周

山
崎
宗
運
（
３
０
ウ
）
」

、一
○
／
］
ｎ
『
）
、
両
／
）
」

〆

※
本
稿
は
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
助
成
・
特
定
領
域
研
究
Ａ
②
「
江

戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
研
究
の
一
環
で
あ
る
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）

（
二
松
学
舎
大
学
・
北
里
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）


